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一
月
二
六
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
！

昨年の防火演習（長命寺）

来
る
一
月
二
六
日
（
火
）
は
、
第
四
五
回
文

化
財
防
火
デ
ー
で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に
、
文

化
財
を
火
災
、
震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た

め
、
全
国
各
地
で
文
化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
一
月
二
六
日
に

法
隆
寺
金
堂
で
失
火
が
あ
り
、
こ
の
世
界
最
古

の
木
造
建
築
物
に
描
か
れ
た
白
鳳
時
代
の
仏
教

壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
二
五
年

七
月
に
は
金
閣
寺
が
火
災
に
遭
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
事
件
は
国
民
に
強
い
衝
撃
を
与
え
、
文

化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
と
、
法
隆
寺
金
堂
壁

画
が
焼
損
し
た
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
記
憶
に
あ
た
ら
し
い
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
昨
年
五
月
二
〇
日
に
東
大
寺
戒
壇
院

千
手
堂
が
全
焼
し
、
重
要
文
化
財
の
木
造
愛
染

明
王
坐
像
な
ど
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
文
化

財
は
火
災
で
焼
損
し
て
し
ま
う
と
再
び
回
復
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
り
次
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
関
係
機

関
や
文
化
財
所
有
者
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
財

周
辺
の
方
々
の
ご
理
解
が
必
要
で
す
。
文
化
財

を
火
災
か
ら
予
防
す
る
よ
う
平
素
か
ら
注
意
す

る
な
ど
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

練
馬
区
内
で
も
、
練
馬
・
光
が
丘
・
石
神
井

の
三
消
防
署
が
次
の
寺
社
で
文
化
財
を
守
る
防

火
演
習
を
行
う
予
定
で
す
。
ご
自
由
に
見
学
で

き
ま
す
の
で
、
是
非
お
い
で
下
さ
い
。

練
馬
消
防
署

▼
一
月
二
二
日
（
金
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分

愛
染
院
（
春
日
町
四
－
一
七
－
一
）

▼
一
月
二
六
日
（
火
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分

南
蔵
院
（
中
村
一
－
一
五
－
一
）

光
が
丘
消
防
署

▼
一
月
二
四
日
（
日
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分

氷
川
神
社
（
北
町
八
－
二
二
－
一
）

▼
一
月
二
五
日
（
月
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分

長
命
寺
（
高
野
台
三
－
一
〇
－
三
）

▼
一
月
二
六
日
（
火
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分

八
幡
神
社
（
高
松
一
！
一
六
－
一
）

南蔵院鐘楼門（区指定文化財）

石
神
井
消
防
署

▼
一
月
二
六
日
（
火
）
午
前
一
〇
時

本
立
寺
（
関
町
北
四
－
一
六
－
三
）

※
問
い
合
わ
せ
先
練
馬
区
教
育
委
員
会
文
化
財
係
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ふ
る
さ
と
ね
り
ま
の
再
発
見

石
神
井
城
フ
ォ
書
ラ
ム

文
化
財
へ
の
理
解
と
保
護
を
目
的
に
東
京
都

で
は
、
今
年
度
か
ら
、
二
月
七
～
一
四
日
を

「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」
と
定
め
、
文
化
財

の
一
斉
公
開
な
ど
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
合
わ
せ
練
馬
区
で
は
、
二
月
一
四
日

（
土
）
に
、
日
ご
ろ
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
石
神
井
城
跡
を
特
別
に
公
開
。
周
辺
を
会
場

と
し
て
「
石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

会
場
で
は
、
講
演
会
、
パ
ネ
ル
展
、
石
神
井

城
跡
発
掘
現
場
の
公
開
を
行
っ
た
ほ
か
、
周
辺

の
自
然
や
文
化
財
を
巡
る
探
訪
会
、
石
神
井
城

や
自
然
を
ふ
る
さ
と
ね
り
ま
の
誇
り
と
す
る
区

民
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
よ
く
晴
れ
、
穏
や
か
な
日

和
と
な
り
ま
し
た
。
来
場
者
は
約
八
千
人
を
数

え
、
地
域
の
文
化
財
に
対
す
る
区
民
の
皆
さ
ん

の
関
心
が
高
い
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
の
準
備
や
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
記

石神井城フォーラムスケジュール

探訪会「歴史探訪コース」「自然観察コ【ス」第1回

講演会「三宝等池の植物を守る」

講師　鈴木孜（東京都建設局自然公園設計係長）

記念セレモニー（区民宣言）　司会　古今亭菊之丞

探訪会「歴史探訪コース」「自然観察コース」第2回

講演会「生物の多様性と三宝等池」

講師　花井正光（文化庁主任文化財調査官）

講演会「石神井城と豊島氏」　講師　瓜生活（郷土史家）

探訪会「歴史探訪コース」「自然観察コース」第3回

パネル展示（歴史と自然の宝庫■’石神井”）

石神井城跡発掘現場公開

10：10～10ニ50

11：00～11：40

日：50一一12：30

12：40一一13：20

13：20～14：00

14：10～14：50

14：55～15：30

10：00～15：30

10：00～15：30

「
石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
協
力
員
　
久
保
田
　
正

昭
和
二
〇
年
～
三
〇
年
代
に
石
神
井
城
跡
の

す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
三
宝
寺
池
の

中
に
金
の
鞍
が
沈
ん
で
お
り
、
高
い
木
に
登
る

と
見
え
る
と
い
う
の
で
登
り
ま
し
た
が
何
も
見

え
ず
落
胆
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

城
跡
は
凸
凹
も
あ
り
（
土
塁
、
濠
）
子
ど
も

の
遊
び
場
所
と
し
て
絶
好
で
し
た
。
石
神
井
城

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
城
発
掘
調
査
隊
の
募
集
が
あ
り
、

す
ぐ
に
申
し
込
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学

芸
員
の
先
生
に
種
々
教
わ
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
の
時
分
、
知
識
が
あ
れ
ば
、
ま
だ
家
も
僅
か

の
頃
で
す
の
で
、
昔
の
こ
と
が
解
っ
た
の
に
と

残
念
で
す
。
今
回
、
主
部
の
土
塁
の
一
部
の
発

掘
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
土
塁
の
高
さ
が
一
二

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
塁
の
壁
も
堅
く
堅
固
な
城
砦

で
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。

発
掘
と
は
ま
さ
に
探
検
の
よ
う
で
、
掘
る
毎

に
何
が
出
て
く
る
の
か
興
味
津
津
で
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
パ
ネ
ル
説
明
の
際
、
こ
の
辺
に

詳
し
い
方
々
と
話
し
合
え
た
の
は
楽
し
い
も
の

で
し
た
。

練
馬
に
こ
の
よ
う
な
立
派
な
文
化
財
が
あ
る

の
は
郷
土
の
誇
り
で
す
。
子
々
孫
々
、
大
事
に

保
存
し
て
行
く
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

「
石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
」

文
化
財
保
護
推
進
員
　
井
口
　
敏

都
内
に
残
る
貴
重
な
中
世
の
城
跡
に
つ
い
て

・
・
練
馬
区
教
育
委
員
会
行
事
の
石
神
井
城

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
十
一
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
。

空
堀
の
一
部
を
、
公
募
に
参
加
を
し
た
区
民
の

方
々
が
発
掘
調
査
を
し
、
そ
の
現
場
が
公
開
さ

れ
た
。
最
深
発
掘
部
は
六
メ
ー
ト
ル
位
と
か
。

当
日
だ
け
公
開
し
た
主
部
跡
に
講
演
会
会
場

が
あ
っ
た
。
三
名
の
講
師
の
話
は
各
々
参
考
に

2
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な
っ
た
。

正
午
の
時
刻
に
合
わ
せ
て
道
場
寺
の
鐘
の
音

が
聞
こ
え
て
く
る
頃
、
会
場
に
は
区
長
、
教
育

長
、
来
賓
、
区
民
が
参
加
し
て
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
樹
林
の
中
、

郭
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
場
所
に
は
歴
史

と
自
然
関
係
の
パ
ネ
ル
展
示
会
場
が
あ
り
、
資

料
の
説
明
が
あ
っ
た
。

当
日
、
私
達
文
化
財
保
護
推
進
員
は
探
訪
会

の
歴
史
探
訪
コ
ー
ス
を
担
当
し
、
寺
社
巡
り
、

地
周
辺
巡
り
に
分
か
れ
て
、
区
民
の
皆
様
を
案

内
し
て
歩
い
た
。
氷
川
神
社
の
石
灯
龍
や
水
盤
、

三
宝
寺
の
御
成
門
・
梵
鐘
・
石
造
物
、
道
場
寺

は
三
重
塔
や
静
寂
な
本
堂
の
た
た
ず
ま
い
、
更

に
旧
名
主
栗
原
家
の
長
屋
門
を
見
学
し
、
午
後

四
時
頃
終
了
し
た
。

あ
、
泥
だ
ら
け
。
」
と
言
わ
れ
た
。
で
も
そ
の

汚
さ
が
頑
張
っ
た
証
拠
。
汚
れ
た
け
ど
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。

今
後
、
も
し
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
是
非
ま
た

参
加
し
た
い
。

「
発
掘
調
査
隊
に
参
加
し
て
」

発
掘
調
査
隊
（
小
六
）
　
遠
藤
大
樹

僕
は
、
と
て
も
い
い
体
験
を
し
た
と
思
う
。

初
め
て
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
と
き
、
道
具
の

使
い
方
が
慣
れ
な
く
て
ち
ょ
っ
と
大
変
だ
っ
た
。

し
か
し
、
調
査
を
し
て
い
く
に
つ
れ
、
道
具
に

慣
れ
、
発
掘
の
ペ
ー
ス
が
早
く
な
っ
た
。

初
め
て
遺
物
が
出
た
と
き
は
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。
陶
磁
器
や
小
石
な
ど
の
遺
物
が
出
る

と
、
い
ろ
い
ろ
な
道
具
で
そ
の
位
置
を
調
べ
た
。

遺
物
が
出
る
度
に
、
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

発
掘
調
査
が
終
わ
っ
て
家
に
帰
る
と
、
「
わ

「
石
神
井
城
の
歴
史
を
発
掘
し
ま
し
た
」

発
掘
調
査
隊
　
水
谷
晴
代

一
日
平
均
二
〇
人
、
延
べ
八
日
間
の
「
人
海

戦
術
」
で
つ
い
に
城
跡
の
空
堀
の
底
を
掘
り
当

て
ま
し
た
（
深
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
、
広
さ
は
畳

半
分
く
ら
い
で
し
た
が
）
。

土
、
日
に
は
子
ど
も
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た

が
、
主
だ
っ
た
調
査
隊
は
平
均
す
れ
ば
五
十
歳

は
優
に
越
え
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の

人
力
だ
け
で
よ
く
こ
こ
ま
で
掘
っ
た
も
の
だ
と
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
と
な
っ
た
土
塁
の
上
か
ら

堀
の
底
を
見
下
ろ
し
て
感
激
ひ
と
し
お
で
し
た
。

中
世
の
遺
構
は
出
土
品
が
少
な
い
と
い
う
話

で
し
た
が
、
縄
文
土
器
、
常
滑
、
染
付
の
破
片
、

寛
永
通
宝
な
ど
が
出
土
、
城
跡
一
帯
が
長
い
歴

史
を
封
じ
込
め
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

土
層
の
時
代
を
見
分
け
る
基
準
と
な
る
富
士
の

火
山
灰
が
黒
々
と
積
も
っ
て
い
る
の
も
掘
り
出

し
ま
し
た
。

最
初
の
目
標
で
あ
っ
た
空
堀
の
底
の
形
を
見

極
め
る
と
こ
ろ
ま
で
作
業
が
進
ま
な
か
っ
た
こ

と
が
大
変
心
残
り
で
し
た
。
遠
か
ら
ず
調
査
が

再
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
そ
の
時
は

ま
た
是
非
参
加
さ
せ
て
下
さ
い
。

誓

言

宣

言

ヾ

言

首

首

盲

吉

富

号

音

号

音

号

音

号

音

㈱

区

民

参

加

に

よ

る

　

　

　

　

　

ゆ

0
0
　
石
神
井
城
の
発
掘
調
査
0
0

㌘

首

首

言

号

音

号

音

首

吉

富

首

号

音

号

音

号

音

首

都
立
石
神
井
公
園
内
に
残
さ
れ
て
い
る
石
神

井
城
跡
の
発
掘
調
査
を
二
月
四
日
～
一
三
日

ま
で
の
九
日
間
、
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で

行
っ
た
。
石
神
井
城
跡
は
中
世
豊
島
氏
の
居
城

で
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
に
太
田
道
港
に

よ
っ
て
落
城
し
た
と
古
文
書
に
あ
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
主
郭
と
い
わ
れ
て
い

る
部
分
の
堀
を
中
心
に
実
施
し
た
。
調
査
は
幅

一
メ
ー
ト
ル
で
長
さ
が
一
四
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
、
堀
の
部
分
で
は
四
メ
ー
ト
ル

に
拡
げ
た
。
結
果
と
し
て
、
堀
の
上
幅
は
一
二

・
五
メ
ー
ト
ル
、
現
地
表
面
か
ら
の
深
さ
は
五

・
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
遺
物
は
土
塁
か
ら
常

滑
の
底
部
破
片
な
ど
が
出
土
し
た
。

調査区全景（土塁上から撮影）
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伝
統
工
芸
の
普
及
の
た
め
に
～
伝
統
工
芸
教
室
～

今
日
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
生
き
続
け

て
い
る
伝
統
工
芸
。
そ
の
作
品
の
一
つ
ひ
と
つ

に
は
、
職
人
の
英
知
や
技
術
、
心
意
気
ま
で
も

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
伝
統
的
な
技
術
と
作
り
手

の
地
道
な
努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
伝

統
工
芸
は
、
世
界
に
誇
り
得
る
わ
が
国
の
文
化

の
所
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
の
一
つ

と
し
て
経
済
の
発
展
に
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

戦
後
五
〇
年
余
が
過
ぎ
て
、
私
た
ち
の
日
常

は
大
量
生
産
さ
れ
た
画
一
的
な
品
物
に
溢
れ
、

ま
た
、
使
い
捨
て
中
心
の
生
活
様
式
に
慣
ら
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、

練
馬
区
内
に
は
ま
だ
ま
だ
し
っ
か
り
と
伝
統
工

芸
が
活
き
て
い
る
の
で
す
。

受講者作品展

昨
年
の
一
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
、
練
馬

区
伝
統
工
芸
会
と
練
馬
区
、
練
馬
区
教
育
委
員

会
の
三
者
が
主
催
す
る
「
第
一
〇
回
練
馬
区
伝

統
工
芸
展
」
が
、
練
馬
区
役
所
本
庁
舎
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

練
馬
に
伝
わ
る
伝
統
工
芸
の
技
術
と
作
品
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
そ
の
技
術
を
体
験
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
展
示
会
場
に
は
、
多
く
の

区
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
の
一
角
に
設
置
さ
れ
た
「
伝
統
工
芸
教

室
受
講
者
作
品
展
」
は
、
生
涯
学
習
課
文
化
財

係
が
二
年
に
わ
た
っ
て
事
業
を
主
催
し
た
伝
統

工
芸
教
室
『
江
戸
刺
し
ゅ
う
を
学
ぶ
』
の
受
講

者
二
四
名
の
学
習
成
果
の
発
表
の
場
で
す
。
会

場
内
に
は
、
受
講
生
た
ち
の
作
品
が
所
狭
し
と

並
び
ま
し
た
。

こ
の
「
伝
統
工
芸
教
室
」
は
、
伝
統
工
芸
の

区
民
へ
の
周
知
と
保
護
思
想
の
普
及
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
基
礎
的
な
技
術
を
習
得
し
な
が

ら
伝
統
工
芸
へ
の
理
解
を
深
め
る
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
、
平
成
九
年
度
か
ら
練
馬
区
の
伝
統

工
芸
技
術
者
の
方
を
講
師
と
し
て
招
き
、
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

全
八
回
で
構
成
す
る
こ
の
教
室
は
、
現
在
、

『
竹
工
芸
を
学
ぶ
』
と
題
し
て
竹
細
工
の
技
術

習
得
を
目
指
し
、
二
五
名
の
受
講
生
が
学
ん
で

い
ま
す
。
ね
り
ま
区
報
の
募
集
記
事
を
見
て
応

募
し
た
受
講
生
た
ち
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
講

師
の
話
を
聞
き
、
入
念
な
手
さ
ば
き
で
自
分
の

作
品
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
き
っ

と
大
切
な
宝
物
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

『竹工芸を学ぶ』受講風景

＜
受
講
生
か
ら
見
た
伝
統
工
芸
教
室
∨

「
江
戸
刺
し
ゅ
う
を
習
っ
て
み
て
す
て
き
」

『
江
戸
刺
し
ゅ
う
を
学
ぶ
』
受
講
生
山
口
和
子

早
く
も
受
講
し
て
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
手

芸
は
好
き
な
の
で
講
習
や
展
覧
会
に
行
き
ま
し

た
が
、
日
本
刺
し
ゅ
う
は
習
っ
て
み
た
い
と
思

い
つ
つ
、
チ
ャ
ン
ス
が
な
く
今
回
参
加
で
き
た

の
は
幸
せ
で
し
た
。

絹
糸
を
使
っ
た
江
戸
刺
し
ゅ
う
は
、
糸
を
撚

る
の
と
、
そ
の
ま
ま
の
糸
を
使
う
の
と
二
通
り

の
使
い
方
が
あ
る
の
が
特
徴
の
よ
う
で
す
。
糸

撚
り
が
難
し
く
手
が
カ
サ
カ
サ
し
て
い
る
と
駄

目
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
糸
の
撚
り
方
で

作
品
の
上
手
下
手
が
決
ま
り
そ
う
で
す
。

教
室
で
は
分
か
り
や
す
く
実
演
で
教
え
て
下

さ
り
、
些
細
な
質
問
に
も
答
え
て
下
さ
い
ま
す

の
で
、
生
徒
は
嬉
し
い
で
す
ね
。
講
師
の
先
生

の
デ
ザ
イ
ン
と
色
彩
は
す
ぼ
ら
し
い
。
着
物
、

帯
、
半
衿
、
ふ
く
さ
、
額
等
に
江
戸
刺
し
ゅ
う

は
生
き
て
く
る
の
で
す
。
基
礎
を
し
っ
か
り
覚

え
て
、
や
る
気
充
分
の
教
室
の
お
仲
間
と
大
作

が
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
作
品
は
完
成
す
る
と
ど
な
た
も
す
ぼ
ら
し

い
。
ま
だ
経
験
の
な
い
方
々
も
一
度
挑
戦
し
て

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

4
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文
化
財
保
存
技
術

刀
剣
の
保
存
と
研
磨

刀
剣
（
以
下
日
本
刀
と
も
称
す
る
）
　
は
、
こ

れ
ま
で
幾
多
の
危
難
の
時
期
を
経
て
、
お
お
よ

そ
三
百
万
振
余
が
我
国
内
に
存
在
す
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
刀
剣
は
素
材
が
鉄
で

あ
る
事
に
よ
り
、
手
入
れ
を
怠
る
と
錆
を
生
じ

朽
ち
て
し
ま
う
と
い
う
宿
命
を
帯
び
て
い
る
。

現
在
、
奈
良
の
正
倉
院
に
は
、
千
二
百
年
以

前
の
御
物
の
刀
剣
が
健
全
な
状
態
で
伝
来
し
て

お
り
、
平
安
、
鎌
倉
時
代
の
作
刀
に
至
っ
て
は
、

沢
山
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
各
時
代
に
於

け
る
所
蔵
者
が
手
入
れ
を
欠
か
さ
ず
大
切
に

扱
っ
て
き
た
為
で
あ
り
、
研
師
を
始
め
、
鞠
師
、

細
師
等
が
そ
の
保
存
に
関
わ
り
努
力
し
た
結
果

で
も
あ
る
と
言
え
る
。
今
日
、
刀
剣
の
所
蔵
家

に
は
大
別
し
て
二
通
り
の
方
々
が
い
る
と
思
う
。

一
、
愛
刀
家
と
し
て
趣
味
で
収
集
し
た
場
合

二
、
趣
味
は
な
い
が
先
祖
、
又
は
親
か
ら
譲

り
受
け
た
場
合

前
者
は
刀
が
好
き
で
集
め
た
訳
で
あ
る
か
ら
、

よ
く
手
入
れ
を
し
て
お
り
、
錆
を
生
じ
さ
せ
る

恐
れ
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
後
者
の
場
合
は
厄
介

者
扱
い
を
す
る
向
き
が
多
く
、
手
入
れ
が
怠
り

が
ち
に
な
り
易
い
。
こ
の
様
な
方
々
に
は
、
刀

は
決
し
て
そ
の
人
個
人
の
物
で
は
な
く
、
後
世

に
伝
え
残
す
べ
く
一
時
の
御
預
か
り
で
あ
り
、

大
切
な
文
化
遺
産
で
あ
る
事
を
認
識
し
、
又
は

研
師
等
専
門
家
に
相
談
を
し
、
正
し
い
手
入
れ

の
仕
方
を
学
ん
で
頂
き
た
い
。

次
に
刀
剣
研
磨
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
く
。

研
磨
の
歴
史
は
、
勿
論
、

代
で
あ
っ
て
平
安
時
代

れ
た
「
延
書
式
」
に
は
、

が
既
に
記
さ
れ
て
お
り
、

ま
　
　
　
　
　
　
や
き
な
ら
び
ち
サ
つ
ま

刀
剣
の
製
作
と
同
時

（
延
善
年
間
）
　
に
書
か

当
時
の
研
磨
の
工
程

そ
れ
に
は
、
「
鹿
砥

せ
い
ま
　
　
　
　
　
　
　
え
い

磨
一
日
、
焼
並
中
磨
一
日
、
精
磨
一
日
、
螢
一

日
」
と
あ
る
。

鹿
は
粗
い
、
壁
は
磨
く
と
言
う
意
味
の
字
で

あ
る
の
で
、
既
に
、
荒
研
、
中
研
、
仕
上
研
、

磨
き
の
四
段
階
に
仕
事
が
運
ば
れ
て
い
る
事
が

明
ら
か
で
あ
る
。
本
来
、
刀
剣
研
磨
の
目
的
は

当
然
、
刀
剣
の
鋭
利
さ
を
増
す
事
に
あ
る
が
、

次
第
に
実
用
と
と
も
に
、
よ
り
美
し
く
、
神
々

し
く
な
る
様
に
、
精
巧
優
美
な
研
磨
が
発
達
し

て
き
た
。
鎌
倉
時
代
の
「
増
鐘
」
と
言
う
書
物

に
よ
る
と
、
当
時
の
後
鳥
羽
天
皇
に
つ
い
て
は
、

「
刀
剣
の
鑑
定
は
そ
の
道
の
専
門
家
に
も
た
ち

ま
さ
っ
て
い
ら
れ
た
」
と
言
う
記
述
が
あ
り
、

既
に
鑑
定
の
専
門
家
が
い
た
事
が
こ
れ
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
。

日
本
刀
に
は
実
用
に
際
し
て
、
折
れ
ず
、
曲

が
ら
ず
、
よ
く
切
れ
る
と
言
う
三
原
則
が
あ
り
、

そ
れ
に
伴
い
、
姿
、
肉
置
を
実
用
に
か
な
う
、

見
事
な
曲
線
美
に
し
、
地
鉄
、
刃
文
の
美
し
さ

は
他
国
に
類
を
見
な
い
独
自
の
分
野
と
し
、

「
世
界
に
冠
た
る
鉄
の
芸
術
品
L
に
ま
で
高
め

た
事
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
、

「
三
種
の
神
器
」
に
代
表
さ
れ
る
様
に
、
神
話

の
世
界
か
ら
今
日
迄
、
刀
を
単
な
る
道
具
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
高
い
精
神
性
と
美
し

き
を
内
在
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
事
は
特
に
注

目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
に
日
本
刀

に
は
「
実
用
」
、
「
精
神
」
、
「
美
し
の
三
要
素

が
有
り
、
そ
れ
を
適
格
に
表
現
し
て
い
く
の
が

刀
剣
研
磨
の
世
界
で
あ
る
。

更
に
作
刀
に
は
時
代
、
流
派
、
刀
匠
個
々
の

特
色
が
あ
り
、
刀
匠
が
精
魂
を
込
め
て
鍛
え
、

焼
き
入
れ
た
刀
剣
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
は
通
常
み
る
様
な
刀
剣
の
美
し
さ
は
み

ら
れ
な
い
。
研
師
の
伝
統
的
な
手
作
業
に
よ
る

繊
細
な
手
法
技
術
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
美
し

さ
や
気
高
さ
を
秘
め
た
刀
剣
が
完
成
す
る
の
で

あ
る
。刀
剣
研
磨
は
以
上
の
様
な
要
素
を
持
つ
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
大
切
な
事
は
、
刀

の
健
全
な
姿
を
永
久
的
に
保
た
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
な
る
べ
く

研
ぎ
減
ら
さ
な
い
こ
と
、
必
要
以
上
肉
を
落
と

さ
ぬ
様
注
意
す
べ
き
で
、
古
作
ほ
ど
そ
の
事
は

肝
要
で
あ
る
。

時
代
の
特
長
を
示
す
姿
を
研
ぎ
崩
し
て
は
時

代
色
が
な
く
な
り
、
刀
工
の
特
長
を
研
ぎ
荒
ら

し
て
は
個
性
を
失
う
事
に
も
な
る
。
し
か
も
、

一
度
研
ぎ
減
ら
し
た
刀
は
、
再
び
肉
を
付
け
た

り
、
崩
さ
れ
た
姿
を
本
来
に
戻
す
事
は
不
可
能

で
あ
る
。
こ
こ
に
刀
剣
研
磨
の
大
き
な
責
任
と

技
術
の
高
ま
り
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

刀
剣
研
磨
師
（
文
化
財
保
護
推
進
員
）

工
藤
　
昌
利



第41・42合併号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年（1999）1月

練
馬
区
指
定
文
化
財
・
小
島
家
文
書
か
ら

歴
史
の
ひ
と
コ
マ

練
馬
の
村
々
と
和
宮
降
嫁

ペ
リ
ー
来
航
（
一
八
五
三
）
以
後
、
開
国

の
当
否
を
め
ぐ
る
外
交
問
題
で
朝
廷
と
徳
川
幕

府
は
対
立
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
朝
幕
間
の
緊

張
緩
和
の
た
め
、
孝
明
天
皇
の
妹
和
宮
親
子
内

親
王
は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
　
に
中
山
道
を

下
向
し
て
、
後
に
一
四
代
将
軍
と
な
る
徳
川
家

茂
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

和
宮
は
当
初
東
海
道
を
下
向
す
る
予
定
で
し

た
。
し
か
し
、
東
海
道
は
河
川
が
多
く
通
行
に

不
便
な
こ
と
と
道
中
に
「
異
人
遊
行
地
」
　
（
横

浜
居
留
地
）
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
中
山
道

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
京
を
一
〇
月
二
〇
日
に

出
発
し
て
、
二
月
一
五
日
に
江
戸
に
到
着
し

ま
し
た
。
随
行
警
固
は
一
二
藩
、
沿
道
警
固
は

二
九
藩
に
お
よ
び
、
〓
付
は
前
代
未
聞
の
大
行

列
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

和
宮
の
通
行
に
あ
た
り
、
中
山
道
の
宿
と
そ

の
周
辺
の
村
は
、
宿
場
で
の
賄
い
や
人
馬
の
継

ぎ
立
て
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
を
し
ま
し
た
。

江
戸
に
入
る
前
日
の
二
月
一
四
日
、
和
宮
は

板
橋
宿
に
到
着
し
脇
本
陣
の
飯
田
芋
兵
衛
家
に

宿
泊
し
ま
し
た
。
板
橋
宿
で
は
和
宮
の
宿
所
な

ど
、
和
宮
の
一
行
の
た
め
に
建
物
の
修
復
・
新

築
が
行
わ
れ
、
そ
の
費
用
と
し
て
金
一
四
一
二

両
と
永
一
六
六
六
文
九
分
が
費
や
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
宿
場
に
常
置
す
る
人
馬
だ
け

で
は
荷
物
の
輸
送
が
で
き
な
い
場
合
、
周
辺
の

村
で
人
馬
を
提
供
す
る
助
郷
と
い
う
制
度
が
あ

り
ま
し
た
。
和
宮
の
下
向
に
あ
た
っ
て
も
周
辺

の
村
か
ら
多
く
の
人
馬
が
徴
発
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
は
、
区
指
定
文
化
財
の
小
島
家
文
書
に

残
る
和
宮
下
向
に
関
わ
る
文
書
で
、
土
支
田
村

下
組
（
現
在
の
旭
丘
、
土
支
田
付
近
）
に
宛
て
、

幕
府
の
代
官
で
あ
る
竹
垣
三
石
衛
門
の
役
所
が

出
し
た
通
達
と
そ
れ
に
対
す
る
土
支
田
村
下
組

の
回
答
の
写
し
で
す
。

前
半
が
代
官
か
ら
の
通
達
の
部
分
で
、
和
宮

の
下
向
に
先
立
ち
、
幕
府
の
勘
定
方
の
役
人
が

中
山
道
の
道
路
・
橋
梁
・
宿
を
検
分
す
る
の
で

道
路
・
橋
梁
の
普
請
の
必
要
な
場
所
を
申
し
出

る
こ
と
、
人
馬
の
数
を
報
告
す
る
こ
と
を
村
へ

申
し
付
け
て
い
ま
す
。

後
半
の
部
分
は
代
官
の
通
達
に
対
す
る
村
か

ら
の
回
答
で
、
助
郷
の
対
象
と
な
る
下
板
橋
宿

（
板
橋
宿
）
ま
で
の
距
離
と
助
郷
で
賦
課
さ
れ

る
人
馬
数
の
基
準
と
な
る
助
郷
勤
高
、
助
郷
の

対
象
と
な
る
馬
・
十
五
歳
以
上
六
十
歳
以
下
の

男
子
の
数
が
村
か
ら
代
官
へ
上
申
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
和
宮
下
向
に
際
し
て
、
練
馬
区

内
の
村
々
は
板
橋
宿
の
助
郷
村
と
し
て
人
足
を

徴
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
具
体
的
に
負
担
が

わ
か
る
の
は
小
樽
村
（
現
在
の
大
泉
学
園
町
・

西
大
泉
・
南
大
泉
付
近
）
　
で
、
和
宮
が
板
橋
宿

に
到
着
し
た
日
に
七
四
人
の
人
足
と
七
匹
の
馬

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
と
き
上
練

馬
村
中
宮
組
（
現
在
の
春
日
町
付
近
）
　
で
は
、

板
橋
宿
に
和
宮
一
行
の
夜
具
な
ど
を
提
供
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
き
す
。
こ
れ
ら
の
負
担
は
当

時
の
村
々
に
と
っ
て
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
山
道
木
曽
馬
籠
本
陣

（
長
野
県
）
の
島
崎
吉
左
衛
門
（
島
崎
藤
村
の

祖
父
）
は
、
和
宮
の
下
向
に
際
し
か
か
る
諸
経

費
を
考
え
る
と
夜
も
眠
れ
な
い
と
近
親
へ
差
し

出
し
た
手
紙
に
記
し
て
い
ま
す
。

朝
廷
と
幕
府
の
緊
張
緩
和
、
公
武
一
体
の
た

め
の
和
宮
の
降
嫁
と
い
う
国
家
的
行
事
の
陰
に

は
、
中
山
道
沿
い
の
宿
や
周
辺
の
村
々
の
こ
う

し
た
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
し
た
。

、

晋

温

嗜

息

‡

ぇ

奮

蛮

志

岩

夢

鹿

野
特
長
崖
ゑ
て
㌣
哲
！
ア
篭
で
t
t
j
て
簸
転
繁
も
号
琴

和
宮
様
御
下
向
、
中
山
道
筋
御
旅
行
二
付
、
御
道
筋
道
橋

御
普
請
井
、
宿
々
本
陣
向
見
置
と
し
て
、
御
勘
定
方
其
外

近
々
出
立
相
成
候
間
、
御
料
所
者
勿
論
最
寄
小
給
所
持

杜
領
等
道
橋
御
普
請
相
願
候
ヶ
所
、
早
々
取
調
目
論
見
帳

相
仕
立
、
右
御
勘
定
方
廻
宿
先
江
、
差
出
候
横
取
計
、
且
宿
々

助
郷
寄
人
馬
高
義
取
調
有
之
候
問
、
是
又
下
調
い
た
し

置

可

申

、

当

時

助

郷

休

役

之

村

々

も

都

而

有

丈

之

人
馬
取
調
置
、
尤
人
足
者
十
五
才
以
上
六
拾
才
以
下

之
分
取
調
品
二
寄
牛
を
も
取
交
可
中
間
、
書
出
候
様

可
致
候

右
之
趣
得
其
意
往
還
筋
江
、
掛
り
候
村
々
江
者
、

其

宿

々

よ

り

及

通

達

、

御

勘

定

方

見

分

之

節

諸

事

無
差
支
様
可
取
計
も
の
也

竹
垣
三
石
衛
門

（
文
久
元
年
）
　
　
役
所

酉
七
月
八
目

竹
垣
三
石
衛
門
御
代
官
所

武
州
豊
嶋
郡
土
支
田
村
下
組

下
板
橋
宿
江

村
高
五
百
七
拾
八
石
八
斗
式
合

一
助
郷
高
百
九
石
七
斗

家
数
百
拾
壱
軒

人
別
六
百
拾
六
人

内
男
三
百
式
人

内
訳

拾
五
才
以
上
六
拾
以
下

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

道
方
式
里
半

馬
拾
式
疋

牛
無
御
座
候

文
久
元
酉
年
七
月

土
支
田
村
下
組

名
主
　
八
郎
右
衛
門

年
寄
　
平
左
衛
門

卑

曹

長

官

爵

骨

賓

ホ

権

乳

竜

舞
航
汲
み
漁
薫
退
寮
巾
ノ
恥
等
l
あ
弼
可
曽
玖

扇
嘗
阜
悪
意
号
ふ
孝
見
え
㌔
急
と
禁
㌃
息
啓

蟄

等

を

号

音

謎

亨

屋

号

若

攣

†

鳥
、
ユ
鳥
注
．
L
r
㌍
㌦
‥
、

鼻
再
∵
・
⊥
1
1
・
．
・
、
∴
ィ
一
、

思
・
∴
い
い
i
金
平
恥

軍

馬

き

農

鼻

了

農

、

鮎

み

ち

葦

貴

ち

驚

∵

粛
警
告
離
難
弓

諸
鋒
㍗

蟻
抽
吼

易

～

乳

を

軋

宮

写

二
手
－
▲
．
．
予
∵

ぇ

凰

ノ

息

女

毒

1
∴
仁
カ
ヤ
1
ト

．
【
上
㌧
ガ

6
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昨
年
、
二
月
二
三
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に

石
神
井
台
一
丁
目
の
氷
川
神
社
で
、
新
嘗
祭

（
に
い
な
め
さ
い
）
　
の
後
、
午
後
2
時
か
ら

「
昔
の
脱
穀
・
精
米
体
験
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
元
の
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
団
の
少

年
、
少
女
の
は
か
、

地
元
農
家
の
方
な
ど

約
一
〇
〇
名
が
集
ま

り
唐
箕
（
と
う
み
）

な
ど
の
昔
な
が
ら
の

農
具
を
使
っ
て
米
の

脱
穀
か
ら
精
米
ま
で

の
農
作
業
を
体
験
し

ま
し
た
。

氷
川
神
社
で
は
数

年
前
よ
り
新
嘗
祭
や

例
祭
の
際
の
供
え
物

と
し
て
、
赤
米
、
黒

米
を
境
内
で
栽
培
し

て
い
ま
し
た
が
、
苗

を
持
ち
か
え
っ
て
栽

培
し
て
み
た
い
と
い

う
希
望
者
の
た
め
に
、

条
件
付
き
で
苗
を
分

け
て
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
脱
穀
か
ら

精
米
ま
で
の
作
業
が

う
ま
く
い
か
な
い
と

い
う
声
が
有
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
、
禰
宜
の

奥
野
雅
司
さ
ん
が
、
栽
培
し
て
い
る
方
々
に
声

を
か
け
て
、
精
米
、
脱
穀
の
機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
も
昔
な
が

ら
の
農
作
業
を
体
験
す
る
機
会
と
し
て
、
企
画
、

実
施
し
た
も
の
で
す
。

「
昔
の
脱
穀
・
精
米
体
験
会
」
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
千
歯
こ
き
で
籾
を
落
と
し
、

竹
箕
（
た
け
み
）
や
唐
箕
で
籾
を
選
り
抜
き
、

籾
擦
り
を
し
て
玄
米
に
す
る
ま
で
の
作
業
を
体

験
し
、
さ
ら
に
く
る
り
棒
の
使
い
方
を
農
家
の

方
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
普
段
見
慣
れ
て
い
る

米
粒
に
な
る
過
程
に
感
動
し
、
作
業
の
大
変
さ

も
感
じ
た
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
赤
米
、
黒
米
と
は
文
字
ど
お
り

玄
米
で
は
赤
色
、
黒
色
を
し
て
い
る
米
で
、
普

段
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
米
と
は
違
っ
た
種
類

の
米
で
す
。
特
に
赤
米
は
古
代
か
ら
栽
培
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
種
類
の
米
で
、
か

つ
て
は
西
日
本
を
中
心
に
か
な
り
の
収
穫
が
あ

り
ま
し
た
。
明
治
の
中
頃
以
降
は
駆
除
運
動
に

よ
り
神
へ
の
供
え
物
と
し
て
神
田
（
し
ん
で

ん
）
　
で
栽
培
さ
れ
る
以
外
、
沖
縄
の
島
々
な
ど

の
一
部
地
域
を
除
い
て
食
用
栽
培
さ
れ
る
こ
と

が
無
く
な
り
ま
し
た
。
研
究
者
に
よ
っ
て
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島
や
そ
の
東
の
島
々

を
中
心
に
分
布
す
る
熱
帯
型
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
（
あ

る
い
は
ジ
ャ
バ
ニ
カ
）
と
い
う
種
類
の
米
で
あ

る
と
し
、
南
西
諸
島
を
経
由
し
て
北
上
し
、
九

州
に
伝
わ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
陸

稲
栽
培
（
畑
稲
作
）
も
可
能
で
、
宮
崎
県
え
び

の
市
桑
田
遺
跡
で
は
丘
陵
上
の
縄
文
時
代
末
の

遺
跡
の
土
か
ら
熱
帯
型
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
の
植
物

化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
中
国

大
陸
か
ら
や
前
述
の
と
お
り
沖
縄
の
島
々
を
経

由
し
て
伝
わ
っ
た
米
な
ど
、
い
く
つ
か
の
経
路

で
異
な
っ
た
種
類
の
米
が
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

歯の構造と使用法

さ
て
、
現
在
私
た
ち
は
精
米
し
た
白
米
を
炊

飯
し
て
食
べ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
米

を
炊
飯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
本
州
に
稲
作
が
浸
透
し
た
弥
生
時
代
に
は

米
は
蒸
し
て
食
べ
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。
弥
生

時
代
か
ら
奈
良
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
髄
（
こ

し
き
）
と
い
う
形
の
土
器
が
出
土
し
ま
す
。
練

馬
区
で
も
貫
井
二
丁
目
遺
跡
の
奈
良
時
代
の
竪

穴
住
居
祉
か
ら
餞
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
蛮

（
か
め
）
と
組
み
合
わ
せ
て
カ
マ
ド
に
据
え
つ

け
て
蒸
し
器
と
し
て
使
わ
れ
た
土
器
で
す
。
古

代
に
は
米
を
蒸
し
て
食
べ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
平
安
時
代
か
ら
中
世
に
な
る
と
髄
に

代
わ
っ
て
鍋
や
羽
釜
（
は
が
ま
）
形
の
土
器
が

出
土
し
ま
す
。
こ
の
頃
は
米
を
煮
て
、
粥
と
し

て
食
べ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、
現
在
の
よ

う
に
炊
飯
し
て
食
べ
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
　
　
　
　
　
　
☆

江
戸
時
代
以
降
、
練
馬
区
は
練
馬
大
根
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
・
東
京
の
ま
ち
に
野

菜
類
を
供
給
す
る
近
郊
農
村
地
帯
で
し
た
。
武

蔵
野
台
地
上
で
は
水
稲
耕
作
の
適
地
が
少
な
く
、

水
田
は
石
神
井
川
な
ど
の
河
川
流
域
に
あ
っ
た

の
み
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
千
川
上
水
や
田
柄
用

水
が
通
水
し
、
引
き
水
が
可
能
に
な
る
と
水
田

を
拡
げ
る
努
力
を
し
て
い
た
こ
と
が
古
文
書
な

ど
の
記
録
か
ら
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
畑
作
物

が
主
体
で
あ
り
な
が
ら
も
主
食
で
あ
る
米
作
り

へ
の
思
い
が
強
か
っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。
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堀
北
遺
跡
で
の
新
発
見

掘
北
遺
跡
は
富
士
見
台
四
丁
目
、
石
神
井
川

右
岸
の
台
地
縁
辺
部
に
あ
り
、
縄
文
時
代
中
期

（
四
五
〇
〇
年
前
）
　
の
遺
跡
で
、
竪
穴
住
居
跡

な
ど
が
多
数
み
つ
か
っ
て
い
る
。

昨
年
9
月
、
住
宅
建
設
に
先
立
つ
発
掘
調
査

で
新
た
に
古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
発
見
さ

れ
た
。
区
内
で
は
数
少
な
い
古
墳
時
代
後
期

（
鬼
高
式
）
　
の
竪
穴
住
居
跡
で
あ
る
。
カ
マ
ド

の
施
設
な
ど
も
遺
存
状
態
が
良
好
で
あ
っ
た
。

写
真
は
、
こ
の
竪
穴
住
居
跡
（
上
）
と
カ
マ
ド

に
据
え
ら
れ
て
い
た
土
器
の
出
土
状
態
（
下
）

で
あ
る
。
カ
マ
ド
の
支
脚
と
し
て
土
師
器
の
高

杯
が
転
用
さ
れ
て
い
た
。
カ
マ
ド
周
辺
に
は
炭

の
塊
や
焼
け
た
土
が
多
量
に
出
土
し
た
。

そ
の
他
の
遺
構
に
は
、
縄
文
時
代
の
竪
穴
住

居
跡
が
二
軒
と
縄
文
時
代
中
期
の
屋
外
埋
窪

（
家
の
外
に
土
器
を
埋
設
し
た
も
の
で
、
臍
の

尾
や
エ
ナ
（
胎
盤
）
な
ど
を
埋
納
し
た
と
も
考

え
ら
れ
て
い
る
）
、
土
抗
や
ピ
ッ
ト
の
よ
う
な

小
六
が
一
〇
個
以
上
み
つ
か
っ
て
い
る
。

出
土
遣
物
は
中
期
や
後
期
の
縄
文
土
器
が

も
っ
と
も
多
く
、
古
墳
時
代
の
完
全
な
形
の
杯
、

や
蜜
の
破
片
、
ま
た
、
弥
生
土
器
の
壷
の
破
片

な
ど
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
掘
北
遺
跡
は
縄
文
時
代
だ
け

で
な
く
、
弥
生
時
代
や
古
墳
時
代
の
遺
跡
で
も

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

古墳時代竪穴住居跡

竪穴住居跡のカマド

郷
土
資
料
室
特
別
展

「
石
神
井
川
」
展
を
開
催
し
ま
す

石
神
井
川
は
、
武
蔵
野
台
地
を
刻
み
な
が
ら
、

練
馬
区
を
西
か
ら
東
へ
流
れ
る
河
川
で
、
人
々

の
暮
ら
し
に
深
く
鹿
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
ふ
だ
ん
何
気
な
く
見
て

い
る
そ
の
流
れ
が
、
．
何
処
か
ら
来
て
何
処
へ
行

く
の
か
、
ど
の
様
な
流
れ
か
た
を
し
て
い
る
の

か
な
ど
の
素
朴
慰
問
に
お
応
え
し
ま
す
。

ま
た
、
古
代
か
ら
現
在
ま
で
、
人
間
の
暮
ら

し
と
ど
の
よ
う
に
係
わ
っ
て
き
た
か
、
ど
ん
な

変
ぼ
う
を
と
げ
て
き
た
か
を
展
示
し
ま
す
。

川
の
自
然
保
護
や
、
こ
れ
か
ら
の
石
神
井
に

つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

▼
開
催
場
所
　
練
馬
区
郷
土
資
料
室
　
石
神
井

台
一
Å
一
六
－
三
一

（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

軍
二
九
九
六
－
〇
五
六
三

▼
開
催
期
間
　
三
月
二
日
～
五
月
三
〇
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

※
月
曜
、
第
四
金
曜
、
五
月
四
日
・
六
日
は
休

館
日

文
化
財
特
別
講
座

刀
剣
を
学
ぶ

美
術
工
芸
品
で
あ
る
刀
剣
の
歴
史
や
保
存
技

術
な
ど
を
学
び
、
刀
剣
の
展
示
を
見
学
し
ま
す

（
三
日
制
）
。

▼
日
時
・
場
所
・
講
師

第
一
日
日
〔
講
義
〕

日
時
　
二
月
一
五
日
（
月
）

午
後
二
時
～
四
時

場
所
　
区
役
所
本
庁
舎
ア
ト
リ
ウ
ム
地
下

多
目
的
会
議
室

講
師
　
高
山
武
士
氏
（
刀
剣
文
化
研
究
所

主
幹
）
　
「
刀
剣
と
は
」

第
二
日
目

日
時

第
三
日
目

日
時

〔
講
義
〕

二
月
二
五
日
（
木
）

午
後
二
時
～
四
時

第
一
日
目
に
同
じ
。

工
藤
昌
利
氏
（
刀
剣
研
磨
師
）

「
日
本
刀
の
保
存
」

〔
バ
ス
見
学
〕

三
月
二
日
（
火
）

午
前
八
時
四
五
分
～
午
後
三
時

場
所
　
五
島
美
術
館
（
世
田
谷
区
）

▼
申
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
一
枚
）
に
、
①
講
座

名
②
住
所
③
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
二
月
一
日
か
ら
二
月
八
日
（
必
着
）

ま
で
に
　
区
役
所
内
文
化
財
係
へ
。
定
員

は
四
九
名
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。


